
可視光通信による統合型通信ネットワーク技術の研究開発
デジタル･デバイドのないユビキタス社会の実現に向けて、ブロードバンド不感地帯におけるインターネット接続を可能とする通信技

術として、身近に存在する照明器具や電力線を活用した可視光通信技術と電力線通信技術との統合による技術の実用化を目指した
研究開発を実施する。

課題ア：高速可視光通信デバイスの開発
課題イ：位置情報取得技術の開発
課題ウ：統合型通信ネットワークの実証
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通信速度：5Mbps（1~10m）
受信デバイスの開発
通信方式の検討
可視光通信規格案の作成 複数の可視光IDによる位

置・方向把握技術
位置精度1m程度
可視光IDの配置条件の明

確化
外光、照明光の干渉を考
慮

可視光／PLC統合ネットワーク構築

アップリンク方式検討（最適な通信技術）
実証実験の実施

環境に適し
た通信手段

研究開発期間：平成19年度～平成21年度（3年間）
予算：総額50百万円程度（上限、平成19年度）


